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大
会
発
表
〉

◆
伊
藤
美
重
子
　
敦
煌
写
本
「
醜
女
縁
起
」

に
つ
い
て
　
敦
煌
写
本
「
醜
女
縁
起
」
は
『
賢

愚
経
』
波
斯
匿
王
女
金
剛
品
第
八
を
出
典

と
し
、
前
縁
に
よ
り
醜
女
と
な
っ
た
王
女
が

仏
の
加
護
に
よ
り
美
女
に
変
わ
る
と
い
う
物

語
で
、
そ
の
鈔
本
に
は
、
Ｐ
二
九
四
五
、
Ｐ

三
〇
四
八
、
Ｐ
三
五
九
二
、
Ｓ
二
一
一
四
、
Ｓ

四
五
一
一
の
五
点
あ
る
。
う
ち
Ｐ
三
〇
四
八
は

首
尾
完
結
し
た
鈔
本
で
、
他
の
鈔
本
と
照
合
す

る
と
、
異
な
る
表
現
が
多
々
あ
り
、
そ
れ
が
別

系
統
の
鈔
本
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
本
発
表
で
は

Ｐ
．
三
〇
四
八
と
他
の
鈔
本
と
の
表
現
を
比
較

し
、
両
者
の
語
り
の
違
い
や
そ
の
書
写
目
的
に

つ
い
て
考
察
し
た
。

◆
和
田
英
信
　
永
井
荷
風
『
下
谷
叢
話
』
を

読
む
　
中
国
古
典
文
化
を
受
容
し
た
地
域
を
か

り
に
漢
文
文
化
圏
と
よ
ぶ
な
ら
ば
、
日
本
も

当
然
そ
の
文
化
圏
の
中
に
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の

圏
内
に
お
け
る
文
化
の
伝
播
の
あ
り
方
を
川
の

流
れ
に
喩
え
る
な
ら
ば
、
中
国
が
上
流
に
あ
た

り
、
日
本
が
下
流
に
位
置
す
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
あ
る
ま
い
。
こ
こ
で
下
流
と
い
う
は
、
何

も
卑
下
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
下
流
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
水
の
流
入
に
よ
る
多
様
な
要
素
の
集
積

と
、
な
に
よ
り
も
豊
か
な
水
量
が
あ
る
。
日
本

に
お
け
る
漢
文
文
化
の
多
様
で
豊
か
な
さ
ま
を

み
る
ひ
と
つ
の
試
み
と
し
て
、
永
井
荷
風
『
下

谷
叢
話
』
を
読
ん
で
み
た
い
。『
下
谷
叢
話
』

に
は
、
き
わ
め
て
多
く
の
人
物
が
登
場
し
、
江

戸
（
東
京
）
の
地
を
舞
台
に
さ
ま
ざ
ま
な
で
き

ご
と
を
繰
り
広
げ
る
。
今
回
は
、
登
場
人
物
、

地
理
、
日
月
を
お
っ
て
の
で
き
ご
と
な
ど
を
整

理
し
、
永
井
荷
風
が
江
戸
文
化
の
残
照
の
な
か

に
書
き
留
め
よ
う
と
し
た
漢
文
文
化
の
あ
り
よ

う
の
一
端
を
探
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。

〈
例
会
発
表
要
旨
〉

◆
天
神
裕
子
　
鐘
梅
音
の
散
文
に
み
ら
れ
る

〝
家
庭
主
婦
〞
の
意
象
　
台
湾
・
１
９
５
０
年

代
・
女
性
作
家
。
こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

台
湾
文
学
史
に
お
い
て
さ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
。
理
由
の
一
つ
に
は
、
１
９
５
０
年

代
と
い
う
時
代
が
、
大
陸
反
攻
を
掲
げ
る
国
民

党
に
よ
っ
て
政
府
主
導
の
文
芸
政
策
が
推
進
さ

れ
、
御
用
文
学
が
奨
励
さ
れ
た
「
文
学
の
不
毛

の
時
代
」
と
み
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。
も

う
一
つ
は
、
こ
の
時
期
の
女
性
作
家
―
―
主
に

国
民
党
政
府
と
同
時
期
に
大
陸
か
ら
台
湾
へ
渡

り
、
一
斉
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
女
性
作
家
群
―

―
の
作
品
が
「
家
庭
内
の
狭
い
話
題
に
と
ど
ま

り
、
政
治
的
意
識
が
薄
い
」
と
批
評
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
よ
る
。
確
か
に
、
か
れ
ら
の
作
品
に

は
家
庭
や
子
ど
も
、
恋
愛
な
ど
生
活
に
密
着
し

た
テ
ー
マ
が
多
い
が
、
む
し
ろ
そ
の
な
か
に
、

大
陸
時
代
に
五
四
文
化
運
動
の
影
響
を
受
け
、

台
湾
で
活
躍
の
場
を
得
た
知
識
人
女
性
の
思
い

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

７
月
例
会
で
は
、
こ
う
し
た
〝
遷
台
女
性
作
家
〞

の
一
人
で
あ
る
鐘
梅
音
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
散

文
に
描
か
れ
た
近
代
的
な
家
庭
概
念
、
新
天
地

台
湾
で
積
極
的
に
生
き
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
つ

い
て
分
析
し
報
告
を
行
っ
た
。

◆
杉
村
安
幾
子
・
河
村
昌
子
　
柴
静
著
『
中

国
メ
デ
ィ
ア
の
現
場
は
何
を
伝
え
よ
う
と
し

て
い
る
か
』
翻
訳
出
版
を
巡
っ
て
　
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ

報
道
番
組
「
看
見
」
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
だ
っ

た
柴
静
氏
の
著
書
『
看
見
』（
広
西
師
範
大
学

出
版
社
二
〇
一
三
）
の
邦
訳
、
鈴
木
将
久
・
河

村
昌
子
・
杉
村
安
幾
子
訳
『
中
国
メ
デ
ィ
ア
の
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現
場
は
何
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
―
―

女
性
キ
ャ
ス
タ
ー
の
苦
悩
と
挑
戦
』（
平
凡
社

二
〇
一
四
）
に
つ
い
て
、
本
学
会
会
員
で
訳
者

の
杉
村
安
幾
子
・
河
村
昌
子
が
発
表
し
た
。

ま
ず
杉
村
か
ら
、
著
者
で
あ
る
柴
静
氏
の
略

歴
お
よ
び
原
著
『
看
見
』
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

『
看
見
』
は
中
国
の
二
〇
一
三
年
の
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
ラ
ン
キ
ン
グ
第
一
位
で
あ
り
、
中
国
ア
マ

ゾ
ン
の
レ
ビ
ュ
ー
数
は
昨
年
七
月
一
日
時
点
で

一
万
二
千
を
越
え
る
。
こ
れ
は
柴
静
氏
が
中
央

電
視
台
の
人
気
キ
ャ
ス
タ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
と

無
論
密
接
な
関
連
が
あ
る
が
、
本
書
に
描
か
れ

る
中
国
社
会
に
対
す
る
冷
静
か
つ
鋭
い
洞
察
、

弱
者
に
注
が
れ
る
優
し
く
暖
か
な
眼
差
し
が
読

み
手
を
強
く
惹
き
付
け
て
い
る
こ
と
も
事
実
で

あ
る
。
ま
た
日
本
に
お
け
る
書
評
二
点
（『
日

経
新
聞
』
六
月
二
二
日
、『
週
刊
読
書
人
』
六

月
二
七
日
）
も
紹
介
し
、
日
本
で
本
書
が
ど
の

よ
う
に
読
ま
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
言
及
し

た
。次

に
河
村
が
出
版
ま
で
の
経
緯
を
紹
介
し

た
。
原
著
の
発
売
後
こ
の
本
を
読
ん
だ
中
国
社

会
科
学
院
の
賀
照
田
氏
か
ら
、
訳
者
の
一
人
鈴

木
に
翻
訳
の
勧
め
が
あ
り
、
日
本
語
版
出
版
を

企
画
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
平
凡
社
か
ら
好
感

触
を
得
た
た
め
、
賀
氏
と
北
京
の
学
術
書
店
万

聖
書
園
の
劉
蘇
里
氏
を
通
じ
て
柴
静
氏
の
承
諾

を
得
、
五
月
か
ら
翻
訳
に
取
り
か
か
っ
た
。
原

著
は
全
二
十
章
だ
が
、
広
く
一
般
の
読
者
に
届

け
ら
れ
る
よ
う
、
総
頁
数
を
一
定
範
囲
に
収
め

る
こ
と
に
し
、
柴
静
氏
の
個
人
的
な
履
歴
の

章
は
割
愛
し
て
、
中
国
の
社
会
問
題
に
関
す
る

十
二
章
を
訳
出
し
た
。
各
章
も
読
み
や
す
い
文

字
量
に
配
慮
し
て
抄
訳
し
た
。
さ
ら
に
日
本
の

読
者
向
け
に
、
柴
静
氏
に
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
。

柴
静
氏
に
は
、
ご
著
書
の
全
て
を
訳
出
で
き

な
い
出
版
事
情
、
邦
訳
題
名
、
表
紙
の
体
裁
、

帯
の
文
言
な
ど
全
般
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
感

謝
し
て
い
る
。
中
国
が
抱
え
る
問
題
に
真
摯
に

取
り
組
む
柴
静
氏
の
良
心
的
な
著
作
を
、
多
く

の
方
に
お
読
み
頂
き
た
い
。

◆
趙
亜
男
　
宋
代
に
お
け
る
寺
院
茶
会
の
研

究
―
『
禅
苑
清
規
』
を
中
心
と
し
て
―
　
宋
代

の
寺
院
茶
会
が
中
国
後
世
の
茶
礼
、
日
本
の
寺

院
茶
礼
及
び
茶
道
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
存
在
と
し
て
よ
く
言
及
さ
れ
る
一
方
、

宋
代
の
寺
院
茶
会
を
中
心
と
し
た
研
究
が
そ
れ

ほ
ど
多
く
な
い
。
そ
の
実
情
を
踏
ま
え
、
本

発
表
は
寺
院
茶
会
に
つ
い
て
多
く
記
述
し
た
現

存
最
古
の
清
規
で
あ
る
『
禅
苑
清
規
』
を
用
い

て
、
茶
礼
の
規
範
化
、
茶
会
の
流
程
と
室
内
の

構
成
を
整
理
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
宋
代
の
寺

院
茶
会
の
あ
り
方
と
特
徴
に
対
す
る
考
察
を
試

み
た
。
室
内
の
構
成
に
関
し
て
、『
勅
修
百
丈

清
規
』
に
あ
る
「
十
六
板
首
鉢
位
之
図
」
を
参

考
と
し
て
当
時
の
あ
り
う
る
模
様
を
探
っ
て

み
た
。
ま
た
、
宋
代
に
お
け
る
寺
院
茶
会
が
寺

院
の
基
本
的
儀
礼
作
法
を
基
盤
と
し
て
行
わ
れ

て
い
た
と
い
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宋
代
に

入
っ
て
お
茶
な
ら
で
は
の
儀
礼
作
法
が
す
で
に

寺
院
に
誕
生
し
て
さ
ら
に
茶
礼
と
し
て
定
着
し

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
後
の
課
題
と

し
て
、
宋
代
に
と
ど
ま
ら
ず
そ
れ
以
降
の
寺
院

茶
会
の
発
展
や
伝
播
に
着
目
し
て
い
き
た
い
。

◆
小
島
久
代
　「
辺
境
か
ら
訪
れ
る
愛
の
物

語
」
の
翻
訳
に
つ
い
て
　
２
０
１
４
年
９
月

６
日
例
会
で
は
、
拙
訳
書
『
辺
境
か
ら
訪
れ

る
愛
の
物
語
』（
勉
誠
出
版
）
の
翻
訳
に
際
し
、

不
明
箇
所
79
項
目
に
つ
い
て
沈
龍
朱
氏
（
沈
従

文
の
長
男
）
に
質
問
を
送
り
、
イ
ラ
ス
ト
付
き

の
回
答
を
得
た
の
を
私
蔵
し
て
お
く
の
は
も
っ
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た
い
な
い
と
の
思
い
も
あ
り
具
体
的
に
紹
介
し

た
。
す
で
に
松
枝
茂
夫
訳
の
あ
る
代
表
作
「
辺

境
の
町
」（
中
編
）
と
「
夫
」、「
月
下
小
景
」

に
つ
い
て
は
、
既
訳
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
大
変
助
か
っ
た
が
同
時
に
既
訳
に
縛
ら
れ
ず

如
何
に
自
分
ら
し
さ
を
出
す
か
に
苦
心
し
た
。

原
文
と
沈
龍
朱
氏
の
説
明
、
松
枝
訳
、
小
島
訳

を
表
に
し
て
「
辺
境
の
町
」
31
例
、「
月
下
小
景
」

３
例
、「
虹
」
２
例
を
紹
介
し
た
。「
辺
境
の

町
」
10
章
原
文
「
包
工
就
是
七
百
吊
制
钱
、
还

不
管
风
车
、
不
管
家
什
」
の
「
風
車
」
の
松
枝

訳
は
「
水
車
」
と
あ
る
が
疑
問
に
思
い
沈
龍
朱

氏
に
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、「
风
车
不
是
水
车
、

这
里
是
指
除
碾
坊
以
外
、
其
他
的
碾
坊
设
备

和
工
具
。
风

车
一
般
是
说

一
种
木
制
的
、

用
以
分
离
碾

压
后
的
米
和

糠
、
杂
草
碎

屑
的
。」
と
い

う
説
明
と
イ

ラ
ス
ト
が
附

け
ら
れ
一
目

瞭
然
、
納
得

し
た
次
第
で

あ
る
。

◆
王
芸
嬛
　
从
逻
辑
学
角
度
浅
析
〝
既
然

p
、
就
q
〞
与
〝
如
果
p
、
就
q
〞
的
异
同
与

相
互
转
换
　
本
文
运
用
预
设
、
焦
点
等
逻
辑

学
概
念
讨
论
了
现
代
汉
语
复
句
〝
既
然
p
、
就

q
〞（
简
称
〝
既
然
〞
句
）
和
〝
如
果
p
、
就

q
〞（
简
称
〝
如
果
〞
句
）
的
异
同
及
相
互
之

间
的
转
换
条
件
。

邢
福
义
（
２
０
０
１
）
等
指
出
、〝
既
然
〞

句
和
〝
如
果
〞
句
有
一
定
相
通
之
处
且
存
在

可
以
相
互
转
换
的
现
象
、
例
如
１
）
既
然
爸

爸
是
〝
坏
蛋
〞、
那
么
、
什
么
样
的
人
才
是
好

人
呢
？
2
）（
3
）
甲
：
他
去
吗
？
乙
：
他
不

去
。
甲
：
哎
呀
、
如
果
他
不
去
、
事
情
就
不
好

办
了
！
但
对
于
两
者
的
转
换
条
件
研
究
还
不
充

分
。本

发
表
首
先
提
出
预
设
除
一
般
认
为
的
说
话

者
与
听
话
者
共
知
的
预
设
外
还
存
在
偏
向
言
者

的
预
设
与
偏
向
听
者
的
预
设
、
并
通
过
分
析
发

现
〝
既
然
〞
句
中
的
预
设
偏
向
于
听
者
预
设
而

〝
如
果
〞
句
中
的
预
设
偏
向
于
言
者
预
设
。
另

外
还
发
现
p
↓
q
这
一
关
系
在
〝
既
然
〞
句
中

一
定
是
预
设
、
而
在
〝
如
果
〞
句
中
有
可
能
是

预
设
也
有
可
能
是
焦
点
、
并
据
此
对
两
种
复
句

的
转
换
条
件
作
出
分
析
。

①　谷糠稻壳出口（米糠、もみがらの排出口）

②　进料口（もみ米の注入口）

③　扇叶和风箱（扇風機の羽とふいご）

④　碾压后的稻谷（石臼で押しつぶした後のもみ米）

⑤　手摇柄(手回しバー)

⑥　风车（唐箕）

⑦　米出口（精米の排出口）

④

②

③

⑤
⑦

①

⑥
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◆
齋
藤
萌
　「
テ
ア
ル
」
形
構
文
に
対
応
す

る
中
国
語
表
現
　
日
本
語
の
「
動
詞
＋
テ
ア

ル
」
は
一
般
に
中
国
語
の
〝
動
詞
＋
着
〞
や
〝
動

詞
＋
了
〞
に
対
応
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
本
稿
で
は
、
テ
ア
ル
構
文
か
ら
そ
れ
に

ふ
さ
わ
し
い
中
国
語
表
現
を
探
る
と
い
う
視
点

か
ら
考
察
を
行
い
、〝
着
〞
や
〝
了
〞
以
外
に
、

動
詞
の
ゼ
ロ
形
式
に
相
当
す
る
テ
ア
ル
形
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
テ
ア
ル
構
文
の
意
味

領
域
と
ア
ス
ペ
ク
ト
選
択
に
は
一
定
の
関
連
性

が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
、
い
か
な
る
場
合
に

〝
着
〞
が
選
択
さ
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
〝
了
〞

が
用
い
ら
れ
や
す
い
の
か
に
つ
い
て
分
析
を
進

め
た
。
そ
の
結
果
、
テ
ア
ル
構
文
に
は
動
作
性

の
強
弱
に
よ
る
段
階
性
が
存
在
す
る
こ
と
、
動

作
主
の
有
無
が
文
全
体
の
動
作
性
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
を
確
認
し
、
動
き
の
希
薄
な
性
質
描

写
文
に
お
い
て
は
、
中
国
語
で
は
動
詞
の
ゼ
ロ

形
式
、
動
作
主
が
不
明
確
な
存
在
描
写
文
に
は

〝
着
〞、
動
作
主
が
明
確
に
な
る
と
、
文
全
体
と

し
て
の
動
作
性
も
高
ま
り
〝
了
〞
の
ア
ス
ペ
ク

ト
使
用
が
選
択
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

◆
郝
静
　 

〝
A
一
个
B
〞
と
〝
A
一
次
B
〞

に
お
け
る
〝
一
个
〞
と
〝
一
次
〞
と
の
違
い
に

つ
い
て
の
一
考
察
　
Ａ
Ｂ
が
動
賓
型
離
合
詞
で

あ
る
場
合
　
動
賓
型
離
合
詞
Ａ
Ｂ
に
挿
入
さ
れ

る
時
に
、〝
一
个
〞
と
〝
一
次
〞
が
同
時
に
成

立
す
る
動
賓
型
離
合
詞
が
存
在
し
て
い
る
。
例

え
ば
、〝
睡
Ａ
一
个
／
一
次
觉
Ｂ
〞〝
见
Ａ
一

个
／
一
次
面
Ｂ
〞
な
ど
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、 

〝
Ａ
一
个
Ｂ
〞 

と
〝
Ａ
一
次
Ｂ
〞
を
含
む
文
全

体
の
意
味
を
個
々
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、

〝
Ａ
一
个
／
一
次
B
〞 

に
あ
る
〝
一
个
〞
と
〝
一

次
〞
と
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、〝
Ａ
一
个
Ｂ
〞
と

〝
Ａ
一
次
Ｂ
〞
と
の
違
い
は
〝
一
个
〞
と
〝
一
次
〞

そ
れ
ぞ
れ
自
身
の
意
味
と
、
動
賓
型
離
合
詞
Ａ

Ｂ
が
文
全
体
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン

ス
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
二
つ
の
点

に
大
き
く
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
の
中
、
動
賓
型
離
合
詞
Ａ
Ｂ
が
文
全
体
に
お

い
て
ど
の
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
捉
え
ら
れ
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
は
副
詞
や
、
主
語
の
特
殊

性
と
も
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

今
回
は
〝
一
个
〞〝
一
次
〞
ど
ち
ら
も
挿
入

可
能
な
場
合
し
か
考
察
で
き
な
か
っ
た
が
、

〝
一
个
〞〝
一
次
〞
ど
ち
ら
も
挿
入
不
可
の
場
合

と
、
一
方
し
か
挿
入
で
き
な
い
場
合
を
今
後
の

課
題
に
し
て
続
け
て
考
え
た
い
。
そ
し
て
、
語

料
庫
を
増
や
し
、
結
果
の
正
確
性
を
高
め
よ
う

と
思
う
。

〈
修
士
論
文
要
旨
〉

◆
朱
珊
　
閉
ざ
さ
れ
た
女
性
た
ち
―
張
愛
玲

前
期
研
究
　
本
稿
で
は
、
張
愛
玲
の
前
期
の
22

篇
の
小
説
（
１
９
４
３
年
―
１
９
５
１
年
）
を

中
心
に
、
登
場
人
物
で
あ
る
女
性
た
ち
に
着
目

し
、
張
の
成
長
期
の
経
験
を
踏
ま
え
、
作
品
を

分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
筆
者
は
張
愛
玲
に

と
っ
て
、
両
親
の
離
婚
と
元
夫
の
胡
蘭
成
と
の

結
婚
生
活
は
彼
女
の
人
生
に
お
い
て
二
つ
の
重

要
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え
た
。
本

研
究
で
は
、
登
場
す
る
女
性
は
「
狭
間
に
消
え

て
い
っ
た
女
性
た
ち
」、「
新
生
活
を
求
め
て
い

る
女
性
た
ち
」、「
複
雑
な
人
間
性
を
持
つ
女
性

た
ち
」
の
三
つ
の
タ
イ
プ
と
考
え
、
更
に
、「
複

雑
な
人
間
性
を
持
つ
女
性
」
に
つ
い
て
、「
人

間
性
の
『
悪
』
を
強
調
す
る
女
性
た
ち
」、「
理

想
な
女
性
」、「
女
性
と
性
」、「
自
己
満
足
な
愛
」

の
四
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
て
考
察
し
た
。
以
上

の
分
析
に
基
づ
き
、
張
愛
玲
は
人
間
性
の
複
雑

性
に
対
す
る
冷
静
な
考
え
を
持
つ
こ
と
と
、
悪

の
人
間
性
に
関
す
る
認
識
を
明
ら
か
に
し
た
。
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流

そ
し
て
、
彼
女
が
描
い
た
女
性
人
物
の
特
徴
は

多
種
多
様
で
立
体
的
な
性
格
を
持
つ
こ
と
、
張

愛
玲
は
女
性
人
物
の
不
運
を
通
じ
、
人
間
性
が

根
本
的
な
原
因
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い

る
。
更
に
、
金
と
性
に
対
し
て
の
欲
望
は
張
愛

玲
小
説
の
も
う
一
つ
の
主
題
で
あ
る
こ
と
も
分

か
っ
た
。

◆
迫
田
博
子
　
詩
に
み
る
程
顥
の
世
界
観

　
北
宋
の
高
名
な
思
想
家
や
儒
学
者
で
あ
る
程

顥
は
、
と
り
た
て
て
著
述
と
い
え
る
ほ
ど
の

も
の
が
な
い
中
で
、
六
十
五
首
の
詩
を
書
き
残

し
、
己
の
哲
学
を
詩
作
に
も
託
し
た
。
果
た
し

て
、
程
顥
は
「
何
」
を
根
本
に
た
て
て
世
界
を

認
識
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
論
は
、
そ
の

思
想
の
根
幹
を
な
す
「
天
理
」、「
生
生
」
及
び

「
万
物
一
体
の
仁
」
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た

う
え
で
、「
往
来
」、「
志
意
」、「
両
忘
」、「
時
光
」、

「
泉
石
」、「
楽
命
」
と
い
う
六
つ
の
光
源
を
手

が
か
か
り
と
し
て
、
詩
の
視
野
か
ら
み
た
程
顥

の
世
界
観
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
詩
の
多
く

は
豊
か
な
思
索
を
孕
み
、
自
然
と
一
体
化
に
な

り
な
が
ら
平
穏
な
情
景
を
歌
う
。
ま
た
、
随
所

に
哲
学
の
き
ら
め
き
が
揺
曳
し
、
平
明
か
つ
簡

潔
な
表
現
で
読
み
手
を
奥
深
い
境
地
へ
と
い
ざ

な
う
。
超
然
と
し
た
そ
の
思
想
は
、
多
元
的
な

世
界
を
生
き
る
人
間
の
あ
り
方
を
示
唆
す
る
叡

智
が
含
ま
れ
て
い
る
。

◆
森
田
さ
く
ら
　
敦
煌
写
本
『
葉
浄
能
詩
』

研
究
―
説
話
の
構
造
を
巡
っ
て
　
唐
末
五
代
、

道
教
関
係
者
の
手
に
よ
り
成
立
し
た
敦
煌
写
本

『
葉
浄
能
詩
』
に
は
、「
符
」
を
駆
使
し
て
難
題

を
解
決
す
る
一
人
の
道
士
・
葉
浄
能
の
姿
が
描

か
れ
て
い
る
。
特
に
玄
宗
と
の
月
旅
行
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
、
元
代
の
『
天
宝
遺
事
諸
宮
調
』
や

雑
劇
『
唐
明
皇
遊
月
宮
』
等
に
影
響
を
与
え
た

と
さ
れ
る
。
本
稿
は
『
葉
浄
能
詩
』
の
構
造
を

巡
り
、
中
国
の
古
典
文
学
が
散
文
か
ら
話
本
、

章
回
小
説
へ
と
ゆ
る
や
か
に
発
展
し
て
い
く
上

で
、『
葉
浄
能
詩
』
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ

た
の
か
を
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
作
品
を
序
章
部
分
、
十
一
の
説
話

か
ら
な
る
説
話
部
分
、
終
章
部
分
の
三
つ
に
分

け
、
さ
ら
に
説
話
部
分
の
構
造
に
つ
い
て
時
系

列
、
繰
り
返
し
、
話
題
の
規
模
と
い
う
三
点
か

ら
考
察
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
説
話
部
分
も
作

品
全
体
の
構
造
と
同
様
に
三
部
構
成
で
、
各
説

話
は
一
方
行
に
し
か
進
め
な
い
こ
と
が
分
か
っ

た
。
こ
こ
に
、
聴
衆
を
飽
き
さ
せ
る
こ
と
な
く

楽
し
ま
せ
よ
う
と
す
る
作
者
の
思
索
の
跡
が
見

て
と
れ
る
。
ま
た
時
を
経
て
、『
葉
浄
能
詩
』

は
道
教
の
布
教
と
い
う
主
目
的
か
ら
離
れ
、
人

気
演
目
の
一
つ
へ
と
転
化
し
て
い
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

◆
姚
佳
利
　
李
清
照
の
人
間
像
に
つ
い
て
　

宋
の
女
流
詞
人
李
清
照
は
伝
統
な
も
の
か
ら
の

逸
脱
を
恐
れ
ず
、
時
代
と
運
命
に
翻
弄
さ
れ
た

中
で
、
年
若
い
頃
の
羞
じ
ら
い
、
新
婚
後
の
幸

福
感
、
間
も
な
く
の
別
居
時
の
不
安
、
靖
康
之

変
・
夫
の
死
去
に
よ
る
混
乱
、
中
年
か
ら
流
浪

の
生
活
を
送
っ
た
こ
の
女
性
詞
人
の
変
転
す
る

生
涯
と
鋭
い
感
受
性
が
多
く
の
魅
力
的
な
作
品

を
産
み
出
し
た
。
そ
の
作
品
は
、
特
に
詞
に
は

女
性
の
立
場
か
ら
出
発
し
、
女
性
の
視
点
か
ら

自
分
自
身
に
実
際
に
遭
遇
し
た
こ
と
に
踏
ま
え

て
繊
細
な
感
情
を
反
映
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

創
作
の
大
胆
な
描
き
方
を
通
し
て
、
豊
か
で
独

特
な
人
間
像
を
示
し
た
こ
と
は
、
よ
り
一
層
注

目
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。
李
作
品
の
独
特
な

特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
「
時
代
外
れ
の

女
性
」
の
人
間
像
が
描
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

彼
女
は
明
ら
か
に
同
時
代
の
女
性
た
ち
と
は
別

の
次
元
に
お
り
、
李
作
品
の
読
後
に
残
る
の
は
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陰
惨
な
歴
史
の
暗
さ
よ
り
心
の
繊
細
さ
と
親
し

み
や
す
さ
、
ま
た
時
に
は
さ
り
げ
な
く
冷
静
な

目
線
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
宋
の
時
代
の

理
学
に
挑
ん
だ
率
直
で
強
靭
な
女
性
な
の
で
あ

る
。◆

鄔
越
凌
　
中
国
語
擬
声
語
の
動
詞
化
に
つ

い
て
　
先
行
研
究
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
抽
出

し
た
例
文
を
分
析
し
、
擬
声
語
は
、
述
語
と
な

る
、
な
ど
の
文
法
機
能
を
持
っ
て
い
る
が
、
実

詞
と
は
異
な
り
、
程
度
副
詞
と
否
定
副
詞
に

修
飾
さ
れ
な
い
、
実
際
の
概
念
を
持
た
な
い
た

め
、
実
詞
で
も
虚
詞
で
も
な
い
独
立
し
た
品
詞

類
で
あ
る
と
い
う
結
論
が
出
た
。

ま
た
、
動
詞
の
文
法
的
特
徴
を
参
考
に
し
、

例
文
を
分
析
す
る
こ
と
を
通
し
て
、「
不
」
と

連
用
す
る
こ
と
・
程
度
副
詞
と
連
用
で
き
な
い

こ
と
・
動
態
助
詞
「
了
」、「
着
」、「
過
」
を
つ

け
ら
れ
る
こ
と
・
動
量
補
語
を
つ
け
ら
れ
る
こ

と
・
副
詞
「
在
」、「
正
在
」
で
修
飾
で
き
る
こ

と
・
後
ろ
に
方
向
補
語
、
結
果
補
語
を
付
け
ら

れ
る
こ
と
等
の
動
詞
の
文
法
特
徴
は
擬
声
語
が

動
詞
化
す
る
際
の
文
法
特
徴
と
共
通
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
選
定
し
た
例
文
に
お
け
る
擬
声
語

は
動
詞
の
意
味
に
転
換
し
、
文
中
で
述
語
に
な

り
、
時
に
目
的
語
を
導
き
、
動
詞
の
文
法
機
能

を
持
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
擬
声
語
の
動
詞

化
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

〈
近
況
報
告
〉

◆
杉
村
安
幾
子
　
中
国
モ
ダ
ニ
ズ
ム
研
究
会

著
『
中
国
現
代
文
化
14
講
　
ド
ラ
ゴ
ン
解
剖

学
・
登
竜
門
の
巻
』
刊
行
　
昨
年
十
月
、
研
究

会
の
仲
間
と
中
国
の
現
代
文
化
に
関
す
る
教
材

を
刊
行
し
ま
し
た
（
関
西
学
院
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
四
年
十
月
）。
本
書
は
歴
史
・
言
語
・

文
学
・
演
劇
・
映
画
・
美
術
・
台
湾
・
香
港
・

華
人
世
界
・
少
数
民
族
な
ど
か
ら
な
る
全
十
四

章
。
最
終
章
は
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
た
め
に
」

と
し
て
中
国
関
連
書
籍
の
購
入
方
法
や
検
索
の

仕
方
に
つ
い
て
、
丁
寧
な
解
説
が
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
日
中
関
係
が
冷
え
込
ん
で
久
し
く
、
全
国
の

大
学
の
中
国
語
履
修
者
の
減
少
も
、
今
や
す
っ

か
り
想
定
内
の
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
若
者
の
反
中
・
嫌
中
感
情
は
理

解
不
足
に
基
づ
く
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
を
覆
す

た
め
に
は
中
国
が
「
面
白
く
魅
力
的
な
国
」
だ

と
知
っ
て
も
ら
う
の
が
一
番
、
と
い
う
熱
意
が

本
書
を
刊
行
ま
で
導
き
ま
し
た
。

　
難
解
な
表
現
を
避
け
、
読
み
や
す
い
文
章
で

書
か
れ
て
い
る
点
も
教
材
向
き
で
す
が
、
本
書

の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
も
兼
ね

て
い
る
点
で
す
。
各
章
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
参

考
書
籍
は
、
基
本
的
に
今
で
も
図
書
館
や
書
店

で
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
ば
か
り
で

す
。
そ
れ
ら
の
本
を
読
む
こ
と
で
、
中
国
の
歴

史
や
文
化
、
社
会
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　
本
書
は
お
茶
大
の
先
生
・
先
輩
後
輩
諸
姉
の

皆
さ
ん
に
は
物
足
り
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
中
国
に
つ
い
て
詳
し
い
知
識
や
理
解
の
少

な
い
若
者
に
是
非
お
勧
め
頂
け
る
と
幸
い
で

す
。◆

舟
部
淑
子
　
二
〇
一
四
年
四
月
一
日
よ
り

上
海
で
在
外
研
修
中
で
す
。

受
け
入
れ
先
大
学
は
華
東
師
範
大
学
中
国
語
言

文
学
部
で
す
が
、
な
に
よ
り
現
地
で
な
い
と
で

き
な
い
研
修
を
と
考
え
、
観
劇
・
古
典
戯
曲
関

連
資
料
の
収
集
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
変

化
著
し
い
中
国
の
そ
れ
も
初
め
て
長
期
滞
在
す

る
上
海
で
、
生
活
に
慣
れ
る
ま
で
二
、
三
か
月

か
か
り
ま
し
た
が
、
前
半
は
と
に
か
く
時
間
と



四
三

交
　
　
流

体
力
の
許
す
か
ぎ
り
、
京
劇
・
昆
劇
・
越
劇
そ

の
他
の
地
方
劇
等
な
る
べ
く
多
く
の
劇
種
を
観

ま
し
た
。
演
目
の
面
白
さ
以
外
に
も
、
劇
種
に

よ
っ
て
異
な
る
観
客
の
反
応
や
劇
場
の
中
で
起

き
る
様
々
な
こ
と
も
興
味
深
く
感
じ
ま
す
。
十

月
以
降
は
特
に
昆
劇
を
中
心
に
観
て
い
ま
す

が
、
上
海
は
蘇
州
・
杭
州
・
南
京
へ
の
ア
ク
セ

ス
も
便
利
で
す
。
昆
劇
は
二
〇
〇
一
年
に
ユ
ネ

ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
以
降
、

各
地
域
の
昆
劇
団
に
よ
る
保
存
・
継
承
活
動
が

活
発
に
な
り
、
様
々
な
新
し
い
試
み
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
何
で

も
検
索
可
能
で
す
が
、
現
地
な
ら
で
は
の
生
の

発
見
も
あ
り
、
あ
ま
り
範
囲
を
限
定
せ
ず
に
資

料
収
集
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
雪
の
南
京

に
て


